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・圧電素子に力を加えることによって発電し、バッテ

リーレスで駆動する IoT 機器（振力モジュール）の

無線信号の放射パターンを可視化しました。 

 

図 1 放射パターン測定のために作製した加圧装置 図 2 可視化した放射パターン 
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 無線通信を利用した IoT 機器は、あらゆ

る方向に一定の強度で無線信号を発信する

ことが求められ、その評価には放射パター

ンの測定が有効です。しかし、本 IoT 機器

のように力を加えた瞬間のみ信号発信する

機器の放射パターンを測定することは困難

です。 

 

 
 放射パターン測定のため、一定の時間間

隔で圧電素子に力を加え、一定の間隔での

信号発信を可能とする加圧装置を開発しま

した。この加圧装置を使い、IoT 機器から発

信される信号の強度をあらゆる角度から測

定し、放射パターンを可視化しました。また、

加圧装置が放射パターンに与える影響や

IoT 機器に個体差がないか調査しました。 

 

 

 放射パターンの可視化の結果、信号が受

信できなくなるほど信号強度が弱くなる角

度は確認されませんでした。加圧装置が放

射パターンに一部影響する可能性が示され

ました。放射パターンに大きな個体差は確

認されませんでした。今回のような特殊な

測定についても独自に装置を開発すること

で評価が可能ですので、電子計測関係でお

困りの際はご相談ください。 
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・「圧電駆動 IoT 機器評価の信号発信のための 
 加圧装置の開発と無線放射パターンの測定」 
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